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プレプ リン ト案内

〔東大久保研〕

(101) 26. Setsuolchimaru

ElectricResistivityofElectromagneticallyTurbulentPlasmaandReconnec-

tionRateofMagneticFields*

(102) 26 S.K.Khanna,A.A.Bright,A.F.Garito,andA.J.Heeger

EvidenceforStrongCoulombInteractionsin(Alkali)'(TCNQ)-Salts*

(103) 26 H.Fukuyama*,T.M.Rice,C.M.VarmaandB.I.Halperin

SOMEPROPERTIESOFTHEONEDIMENSIONALFERMIMODEL

(104) 26 P.M.PlazmanandH.Fukuyama

PHASEDIAGRAM OFTHETWODIMENSIONALELECTRON LIQUID

(105) K.TankeiandF.Takano

(106)

DensityofStatesintheEnergyGaplntheSuperconductingTransition

MetalAlloy

D.氏.Nelson,∫.M.Kosterlitz,andM.E.Fisher

RENORMAuZATION GROUPANALYSISOFBICRITICALAND TETRA-

CRITICALPOINTS

(107) 26. MichaelE.FisherandD.R.Nelson

SPIN,SUPERSOLIDS,BICRITAICALAND TETRACRITICALPOINTS

(108) 26 D.良.NelsonandM.E.Fisher

RENORMALIZATION GROUPANALYSISOFMETAMAGNETICTRI-

CRITICALBEHAVIOR

(109) 26 I.KondorandP.Sz6pfalusy

COMMENTSON THEAPPLICATION OFTHE 1/nEXPANSION TO THE

CRITICALDYNAMICSOFA ROSESYSTEM

(110) 26 Ⅰ.KordorandP.Sz6pfalusy

APPLICATION OFWILSON'SEXPANSION TO THEDYNAMICSON AN

N-COMPONENTBOSESYSTEM

(111) 26. A.Kotani

TheoryofOpticalAbsorptionSpectrain Chromium andItsAlloys
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プレプ リン ト案内

(112) 28. KennethJ.Rothschild,IrvinM.Asher,H.E.StanleyandEvangelos

An astassakis

CONFORMATIONSOFVALINOMYCIN AND ITSPOTASSIUM COMPLEX

IN A HYDROGEN BONDING ENVIRONMENT

(113) 28, RamaBansil,JudithHerzfeld,andH.E.Stanley

A K.lNETICMODELOFCOOPERATIVITY AND ITSAPPLICATION TO

THEEFFECTOFORGANICPHOSPHATESON HEMOGLOBIN KINETICS

(114) 28. LukeL LiuandH.EugeneStanley

ExactSolutioninExternalMagneticFieldoflsingModelswithThree-

SpinInteractions

(115) 28. ToshiakiKakitani

TheoreticalStudyofOpticalAbsorptionCurvesofMoleculesIV

(116) 28. K.∫.RothschildandH.E.Stanley

RomanSpectroscoplCInvestigationofGramicidinA'Confbrmations

(117) 29. S.Nakajuma

OnPerfectCondu-tivityofFrohlich'sModel

ParamagnonBCSstateH.Y.Fan(PurdueUniv.)Ramanscatteringfrom Surfacepolariton

(Univ.Calif.Irvine)

HighResolutionMCD andPhosphoresenceExitationSpectraorTransitionMetal

IonsinCrystals∫.Ferguson

Dr･M･J･Kelly(CamendiskLab)Localenvironmentapprochtoelectronicstructure

paramagnoneffect.Channeling
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〔東大物性研〕1974年 6月

土曜輪論

06月 1日

06月 8日

06月 15日

06月 22日

物性研談話会

06月 3日

06月 17日

土曜輪論

07月 6日

07月 13日

物性研談話会

07月 1日

｢分子結晶モデルにおける励起子ボラロン｣

住 斉 氏 (電総研 )

｢V.Nbのコンプトン･プロファイルと陽電子消滅｣

和 光 信 也 氏 (物性研 )

｢二次元電子 ･正孔液体の理論 と層状半導体,半金属-の応用｣

倉 本 義 夫 氏 (東大理 )

｢液体 H昌におけるParamagnonとBCSstate｣

黒 田 義 浩 氏 (物性研 )

｢半導体の光物性｣

H.Y.Fan氏 (PurdueUniv_)

rRamanscattering from SurfacepolaritonJ

潮 田 資 勝 氏 (Univ払Iif.Irvine)

1974年 7月

｢強磁性金属の比熱｣

- スピンのゆらぎの効果-

馬 越 健次郎 氏 (物性研 )

｢KDPのダイナミカルな性質について｣

高 田 慧 氏 (敏育大 )

｢HighResolution MCD andPhosphoresence Exitation

Exitation SpectraofTransition MetallonsinCⅣstalsJ

JIFerguson氏
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ニユ- ス

07月 17日 ｢超低温と物性｣

菅 原 忠 氏 (物性研 )

o

杏

〔東大教養〕1974年 6月

06月 7日(教室談話会 ) ｢非平衡統計力学の最近の現状｣

松 原 武 生 氏 (京大 )

金曜コロキューム

06月 14日 ｢Frahlich超伝導｣

中 嶋 貞 雄 氏 (物性研 )

06月 21日 ｢bcalenvirormentapproachtoelectronicstructure

Dr.M･JKelly氏 (CanendishI｣ab)

｡6月 28日 修論 ｢H3e超流動における paramagnsneffect.｣

青 木 孝 之 氏 (東大教養 )

1974年 7月

金曜コロキューム

07月 5日 ｢非平衡系の統計力学｣

佐 野 尚 武 氏 (東大教養 )

07月 8日(特別ゼミ) ｢開放系における揺動の回転｣

富 田 和 久 氏 (京大理 )

07月 9日(教室談話会 ) ｢chamelhgの応用｣

藤 本 文 範 氏 (東大教養 )

07月 12日 ｢固体- リウムの塑性｣

鈴 木 秀 次 氏 ･(東大理 )

〔名古屋大学〕

07月 5日(物性談話会 ) ｢マグネットプランバイ ト型フェライ トの最近の研究｣
I

小 島 浩 氏 (東北大 )

07月 12日 ｢巨視的変数の緩和とゆらぎ｣

久 保 亮 五 氏 (東 大 )
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ニ ュ ー ス

07月 19日 ｢超伝導加速器｣

西 川 哲 治 氏 (高エネ/レギー研 )

掲 示 板

｢統計力学の数学的 問題｣研究会公募

来年 1月に京都で国際シンポジウム ｢物理学の数学的諸問題｣が開かれる予定ですが,

この機会に基研で上記題 目についての研究会 を開催する予定です.テーマは(1)統封力学

(2)相転移の統計力学(3)非平衡統計力学(4)その他 (非周期系,非線型等 )の中で,(A)厳

密な証明で得られる結果及び (B)厳密解が存在するモデルに重点をおきたいと思ってお

ります｡上記諸問題に深い関心 をお持ちの方は提供できる話題をそえて基研共同利用事

務室に 9月末 日までにお申し込み下さい｡

研究会開催予定 日は今年 10月 31日, 11月 1日,2日或いは 11月7日, 8日,

9日の3日周を考えます｡このどちらにするかは,基研研究部員会の日取 りを考慮して

きめる )

尚,研究会の運営及び旅費支給参加者の人選については世話人にお任せ下さい｡

世話人 桂 重 俊

阿 部 龍 蔵

松 田 博 嗣

川 崎 恭 治
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ニ ュ ー ス
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編集部より

編集部よ り

tt購 読 料 改 定 の お 知 ら せ "

昨年秋に値上げを行い,又々値上げの話をしなければならないのは非常に残念な事で

あ ります｡しかし,値上げ巾を検討していた昨年の夏に,現在のような諸物価の異常な

上昇率を予測することは困難であったとい うことは,理解 していただけると思います｡

諸経費の増加の予測の難 しさには次の様な原因があります｡一つには最近の様な超イ

ンフレの時代には,一年間の増加分はもはや小さい補正と考えられず,予測の誤差が大

きくひびいています｡第 2には,後払いによる校費からの収入分 (約 70% )は値上げ

を決定してから一年以上たってから実際に手元に入るわけで,その間に又物価は大きく

変動 しています｡多少なりとも貯えがあれば,しばらく様子を見ることも可能でしょう

が,現在の物性研究は全くのその日ぐらしで,むしろ昔の黒字をじりじり食いっぶして

いる現状です｡

基研研究会報告に対する補助 (全収入の数パ ーセント)をのぞけば,講読料金以外に

全 く収入源をもたない物性研究 としては,財政危機をの りきる当面の手段は,残念なが

ら値上げ以外にはありません｡頁数の減少ということも考えられますが,それも実質的

借上であり,又雑誌としての機能をはたすための最低の線はゆずれません｡

このような事情から74年 10月から下記のごとく,購読料を約 4割値上げすること

になりましたOなお,値上げによる購読者数の減少は考えてありませんので,御協力下

さるようお願いいたします｡

現 行

個人購読料 1Vol. 1,680円

機関購読料 1Vol. 3,120円

個人の入会金 100円は据置き｡
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編集後記

編 集 後 記

祇園祭が終 り梅雨が明け,京都 も本格的な夏入 り,これか ら大文字の頃までが最も京

都 らしい (?)季節｡あらゆる植物が,静かにせいいっぱい光のエネルギーをとり込み,

読者の皆さんも,各々の夏をがんばっておられることでしょうが, どうかその収穫を

｢物性研究｣に御投稿下さい｡さて,大文字 といえば,基研を訪れる方々で,よく ｢大

文字焼｣ とおっしゃることがありますが,これは,小生が学生の頃,大文字山の麓,銀

閣寺電停前で売っていた ドラ焼きの名前, 8月16日の行事は,大文字の ｢送 り火｣,

または ｢大文字さん｣といえばいい｡ ｢あんた,ぼつぼつ火がともりましたえ｣ ｢うん,

そ うか｣と, ビール片手に立ち上がる浴衣の袖に吹き込む夕風が涼 しくな り始めるのが,

この送 り火の頃なのです｡

(H.T.)

物 性 研 究

第 22 巻 第 5 号

1974年 8月 20日発行

発行人 川 崎 恭 治

京 都 市 左 京 区 北 白川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印刷 所

京都市上京区上長者町通室町西入

TEL (441)1659(431)4789

発行所 物性研究刊行会

京 都 市 左 京 区 北 白川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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ChemicalAbstract- の収録 につ いて

編 集 部

物性研究-の投稿論文のうち著者が希望する場合にはその英文抄録が ChemiGalAb-

stractsに収録されることになりました｡英文抄録の収録 を希望される方は投稿時に数

行のAbstractをつけて下さい｡ (なるべく英文の方が良い｡)又,氏名の読み方をロ

ーマ字で書き添えて下さい｡これは 1974年 6月号から実施されます｡
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